
第９章　雇用継続給付（高年齢雇用継続給付・介護休業給付）及び
　　　育児休業給付受給のための手続きについて

※

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク
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(※)

※基本手当の支給残日数が 0日以 200 日未満の場合は 1年間、200 日以上の場合 2 年間が支給期間となります。10 上
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(※)

※基本手当の支給残日数が 0日以 200 日未満の場合は 1年間、200 日以上の場合 2 年間が支給期間となります。10 上

※ 60 歳前に離職しても対象となる場合があります。
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ハローワーク

ハ

ローワーク

令和４

※「賃金月額」とは、
　原則として、60歳到達時点の直前の完全賃金月６か月の間に支払われた賃

金の総額を180で除して算定された賃金日額の30日分の額となります。

　ここでいう「完全賃金月」とは、賃金締切日ごとに区分された１か月の間

に一定の賃金支払基礎日数がある月を指し、原則、賃金支払い基礎日数が、

11日以上の月が６か月必要で、６か月ない場合は、完全月で賃金の支払いの

基礎となった時間数が80時間以上の月が対象となります。（下線部について

は、令和４年８月１日以降休業開始している者に限り適用となります。）

　なお、賃金月額には、以下のとおり上限額及び下限額があります。算定し
た額が上限額を超える場合は上限額に、算定した額が下限額を下回る場合に
は下限額となります。

478,500 ４ 473,100

77,310４令

令

和

和

79,710
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ハローワーク

ハ

ローワーク

令和４

※「賃金月額」とは、
　原則として、60歳到達時点の直前の完全賃金月６か月の間に支払われた賃

金の総額を180で除して算定された賃金日額の30日分の額となります。

　ここでいう「完全賃金月」とは、賃金締切日ごとに区分された１か月の間

に一定の賃金支払基礎日数がある月を指し、原則、賃金支払い基礎日数が、

11日以上の月が６か月必要で、６か月ない場合は、完全月で賃金の支払いの

基礎となった時間数が80時間以上の月が対象となります。（下線部について

は、令和４年８月１日以降休業開始している者に限り適用となります。）

　なお、賃金月額には、以下のとおり上限額及び下限額があります。算定し
た額が上限額を超える場合は上限額に、算定した額が下限額を下回る場合に
は下限額となります。
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ハローワーク

高齢者雇用継続給付延長
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ハローワーク

高齢者雇用継続給付延長
364,595 84

2,125 84
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364,595

2,125

４ ７令

令

和

和 ４

360,584

2,061
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ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

※　受給資格確認票は、マイナンバーを記載して提出してください。
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ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

※　受給資格確認票は、マイナンバーを記載して提出してください。
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事業所の所在地を管轄するハローワーク

ハローワーク（

※　事業主の方が手続きを行う場合であって、新たに60歳から65歳の方を雇った

　場合、「雇用保険被保険者取得届」の届出により、通知される「雇用保険被保

　険者資格取得等確認通知書」に「高齢者雇用継続給付受給可」と印字されてい

　る場合があります。その場合は、「高齢雇用継続給付受給支給申請書及び高齢

　雇用継続給付受給次回申請日指定通知書」を発行する事が可能ですが、受給の

　可否についてあらかじめ本人が同意していることが条件となりますので、ご留

　意ください。

公共職業安定所長）から、あらかじめ事業所ごとに「奇数型」と

「偶数型」のいずれかを指定します。（「次回支給申請日指定通知書」に印字されて

います。） 

支給申請月は、ハローワーク（公共職業安定所長）から指定された月型は、

今後、その事業所の支給申請月の型となりますが、特段の事情がない限り、

この月型は変更できません。 
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事業所の所在地を管轄するハローワーク

ハローワーク（

※　事業主の方が手続きを行う場合であって、新たに60歳から65歳の方を雇った

　場合、「雇用保険被保険者取得届」の届出により、通知される「雇用保険被保

　険者資格取得等確認通知書」に「高齢者雇用継続給付受給可」と印字されてい

　る場合があります。その場合は、「高齢雇用継続給付受給支給申請書及び高齢

　雇用継続給付受給次回申請日指定通知書」を発行する事が可能ですが、受給の

　可否についてあらかじめ本人が同意していることが条件となりますので、ご留

　意ください。

公共職業安定所長）から、あらかじめ事業所ごとに「奇数型」と

「偶数型」のいずれかを指定します。（「次回支給申請日指定通知書」に印字されて

います。） 

支給申請月は、ハローワーク（公共職業安定所長）から指定された月型は、

今後、その事業所の支給申請月の型となりますが、特段の事情がない限り、

この月型は変更できません。 
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ハローワーク

ハローワーク
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ハローワーク

ハローワーク

83
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ハローワーク

ハローワーク

記入してもらうようにしてください。

※　受給資格確認票は、マイナンバーを記載して提出してください。

（88 〜 90 ページ参照）

（88 〜 90 ページ参照）

（91 ページ参照）

（91 ページ参照）
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ハローワーク

ハローワーク

記入してもらうようにしてください。

− 95 −



ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

６か月

5

・個人番号（マイ

ナンバー）を記

入してくださ

い。

ハローワーク

、通帳、キャッシュカード（写

事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

被保険者本人が氏名を記載してください。ただし、申請内容等を事業主等が被保

険者に確認し、合意のもと「記載内容に関する確認書・申請等に関する同意書」

を作成・保存することで被保険者の署名・押印を省略することができます。その

場合、申請者氏名欄には「申請について同意済み」と記載してください。

可）を添えて提出してください。

5

6/3、6/16

30日以上職業に就くことができなくなるに至った

日の翌日以降早期に申請いただくことが原則です

が、延長後の期間の最後の日まであれば提出は可能
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ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

６か月

5

・個人番号（マイ

ナンバー）を記

入してくださ

い。

ハローワーク

、通帳、キャッシュカード（写

事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

被保険者本人が氏名を記載してください。ただし、申請内容等を事業主等が被保

険者に確認し、合意のもと「記載内容に関する確認書・申請等に関する同意書」

を作成・保存することで被保険者の署名・押印を省略することができます。その

場合、申請者氏名欄には「申請について同意済み」と記載してください。

可）を添えて提出してください。

5

6/3、6/16

給 付 　 太 郎 キ ュ ウ フ 　 タ ロ ウ

４ ８ ０ ０

４ ９ ０ ０

０ ５ ０ ５ ２ ３ ３ ３ ３ ３

２ ０ ３ ３ ３ ３０ ５ ０ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ １ ２

６ ２ ０ ４ ０ １

０ ０ ０ １ １ １

１ ３

１０

０

２

通勤手当３ヶ月分 10,000 円
（5月 31 日払）

株式会社雇用保険
東京都千代田区霞が関 1-2-2
03-5253-1111

5

5

7

7

13

2 9 6 2

6 5 4 3 2 1 0

2 9 7

13

株式会社　雇用保険　代表取締役社長　雇用太郎

給
キュウフ

付　太
タ ロ ウ

郎

適用給付信用金庫　飯田橋

テキヨウキュウフシンヨウキンコ　イイダバシ

銚子市東芝町 5-9
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事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

⑧「60歳に達した日等に離職したとみなした場合の被保険者

期間算定対象期間」

・「60歳に達した日等の翌日」欄は、⑥欄の日の翌日を記入

してください。

・原則、60歳に達した日等から遡って１年間において、賃

金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎

となった時間数が80時間以上ある被保険者期間算定対象

期間を、直近より６か月以上記入してください。（※当

該記入方法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じ

た取り扱いをお願いいたします。）

⑩「賃金支払対象期間」

・最上段には60歳に達した日等の直前の賃金締切日の翌日

から60歳に達した日等までの期間を記入し、以下、順次

さかのぼって賃金締切日の翌日から賃金締切日までの期

間を記入してください。

・賃金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基

礎となった時間数が80時間以上の賃金支払対象期間を、

直近より６か月以上記入してください。（※当該記入方

法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱

いをお願いいたします。）

※被保険者期間が５年以上あることが明らかである場合記

　入を省略しても結構です。

５

・「基礎日数」とは、⑨欄の場合は⑧欄の、⑪欄の場合

　は⑩欄の期間において賃金支払の対象となった日数の

　ことです。

　日数の数え方は賃金形態によって異なります。

❶１日や１時間あたりの単価が決まっていて、就労した

　日数や時間に応じて賃金が支払われる、いわゆる「日

　給制」や「時間給制」の場合、賃金額はⒷ欄に記入し

　ます。

　　　　⬇
　各期間の出勤日数（有給休暇も含みます）を記載します

❷１か月の賃金が決まっていて、欠勤しても減額が行わ

　れない、いわゆる「完全月給制」の場合、賃金額はⒶ
　欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の暦日数（30、31日等）を記載します

❸１か月の賃金が決まっていて、欠勤すると欠勤数に応

　じて減額が行われる等、いわゆる「日給月給制」の場

　合、賃金額はⒶ欄に記入します。１日あたりの減額の

　額の算定の方法の例は以下のようになります。

　❸−１　欠勤１日について、

　「基本給」×
暦日数（30または31日）

を減額する場合

　　　　⇩
　　各期間の暦日数（30、31日等）−欠勤日数を記載し

　　ます。（⑨⑪欄）

　❸−２　欠勤１日について、

　「基本給」×
各月又は１か月あたりの所定労働日数

を減額する場合

　　　　⇩
　　各月又は１か月あたりの所定労働日数−欠勤日数を

　　記載します。（⑨⑪欄）

※上の例以外の賃金形態の場合は、ハローワークの窓口

　までおたずねください。

⑨、⑪、⑫欄の記載について

１

１

⑬「備考」

・⑧欄から⑫欄の参考となることを記入してください。

＜例えば＞

　・賃金未払いがある場合

　・傷病等で引き続き30日以上賃金の支払がない場合

　・休業手当が支払われたことがある場合

・60歳に到達した日が令和２年８月１日以降であって、

⑨欄及び⑪欄の賃金支払基礎日数が11日以上の完全月が

６か月ない場合は、⑨欄及び⑪欄の基礎日数が10日以下

の期間について、当該期間における賃金支払の基礎と

なった時間数を記入してください。

⑭「賃金に関する特記事項」

・３か月以内の期間ごとに支払われる賃金（特別の賃金）

について記入してください。

・該当がない場合には斜線を引いてください。
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事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

⑧「60歳に達した日等に離職したとみなした場合の被保険者

期間算定対象期間」

・「60歳に達した日等の翌日」欄は、⑥欄の日の翌日を記入

してください。

・原則、60歳に達した日等から遡って１年間において、賃

金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎

となった時間数が80時間以上ある被保険者期間算定対象

期間を、直近より６か月以上記入してください。（※当

該記入方法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じ

た取り扱いをお願いいたします。）

⑩「賃金支払対象期間」

・最上段には60歳に達した日等の直前の賃金締切日の翌日

から60歳に達した日等までの期間を記入し、以下、順次

さかのぼって賃金締切日の翌日から賃金締切日までの期

間を記入してください。

・賃金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基

礎となった時間数が80時間以上の賃金支払対象期間を、

直近より６か月以上記入してください。（※当該記入方

法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱

いをお願いいたします。）

※被保険者期間が５年以上あることが明らかである場合記

　入を省略しても結構です。

・「基礎日数」とは、⑨欄の場合は⑧欄の、⑪欄の場合

　は⑩欄の期間において賃金支払の対象となった日数の

　ことです。

　日数の数え方は賃金形態によって異なります。

❶１日や１時間あたりの単価が決まっていて、就労した

　日数や時間に応じて賃金が支払われる、いわゆる「日

　給制」や「時間給制」の場合、賃金額はⒷ欄に記入し

　ます。

　　　　⬇
　各期間の出勤日数（有給休暇も含みます）を記載します

❷１か月の賃金が決まっていて、欠勤しても減額が行わ

　れない、いわゆる「完全月給制」の場合、賃金額はⒶ
　欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の暦日数（30、31日等）を記載します

❸１か月の賃金が決まっていて、欠勤すると欠勤数に応

　じて減額が行われる等、いわゆる「日給月給制」の場

　合、賃金額はⒶ欄に記入します。１日あたりの減額の

　額の算定の方法の例は以下のようになります。

　❸−１　欠勤１日について、

　「基本給」×
暦日数（30または31日）

を減額する場合

　　　　⇩
　　各期間の暦日数（30、31日等）−欠勤日数を記載し

　　ます。（⑨⑪欄）

　❸−２　欠勤１日について、

　「基本給」×
各月又は１か月あたりの所定労働日数

を減額する場合

　　　　⇩
　　各月又は１か月あたりの所定労働日数−欠勤日数を

　　記載します。（⑨⑪欄）

※上の例以外の賃金形態の場合は、ハローワークの窓口

　までおたずねください。

⑨、⑪、⑫欄の記載について

１

１

⑬「備考」

・⑧欄から⑫欄の参考となることを記入してください。

＜例えば＞

　・賃金未払いがある場合

　・傷病等で引き続き30日以上賃金の支払がない場合

　・休業手当が支払われたことがある場合

・60歳に到達した日が令和２年８月１日以降であって、

⑨欄及び⑪欄の賃金支払基礎日数が11日以上の完全月が

６か月ない場合は、⑨欄及び⑪欄の基礎日数が10日以下

の期間について、当該期間における賃金支払の基礎と

なった時間数を記入してください。

⑭「賃金に関する特記事項」

・３か月以内の期間ごとに支払われる賃金（特別の賃金）

について記入してください。

・該当がない場合には斜線を引いてください。

３8
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事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

⑧「60歳に達した日等に離職したとみなした場合の被保険者

期間算定対象期間」

・「60歳に達した日等の翌日」欄は、⑥欄の日の翌日を記入

してください。

・原則、60歳に達した日等から遡って１年間において、賃金

支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎と

なった時間数が80時間以上ある被保険者期間算定対象期間

を、直近より６か月以上記入してください。（※当該記入

方法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱

いをお願いいたします。）

⑩「賃金支払対象期間」

・最上段には60歳に達した日等の直前の賃金締切日の翌日か

ら60歳に達した日等までの期間を記入し、以下、順次さか

のぼって賃金締切日の翌日から賃金締切日までの期間を記

入してください。

・賃金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎

となった時間数が80時間以上の賃金支払対象期間を、直近

より６か月以上記入してください。（※当該記入方法につ

いては、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱いをお願

いいたします。）

６

・「基礎日数」とは、⑨欄の場合は⑧欄の、⑪欄の場合

　は⑩欄の期間において賃金支払の対象となった日数の

　ことです。

　日数の数え方は賃金形態によって異なります。

❶１日や１時間あたりの単価が決まっていて、就労した

　日数や時間に応じて賃金が支払われる、いわゆる「日

　給制」や「時間給制」の場合、賃金額はⒷ欄に記入し

　ます。

　　　　⬇
　各期間の出勤日数（有給休暇も含みます）を記載します

❷１か月の賃金が決まっていて、欠勤しても減額が行わ

　れない、いわゆる「完全月給制」の場合、賃金額はⒶ
　欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の暦日数（30、31日等）を記載します

❸１か月の賃金が決まっていて、欠勤すると欠勤数に応

　じて減額が行われる等、いわゆる「日給月給制」の場

　合、賃金額はⒶ欄に記入します。１日あたりの減額の

　額の算定の方法の例は以下のようになります。

　❸−１　欠勤１日について、

　「基本給」×
暦日数（30または31日）

を減額する場合

　　　　⇩
　　各期間の暦日数（30、31日等）−欠勤日数を記載し

　　ます。（⑨⑪欄）

　❸−２　欠勤１日について、

　「基本給」×
各月又は１か月あたりの所定労働日数

を減額する場合

　　　　⇩
　　各月又は１か月あたりの所定労働日数−欠勤日数を

　　記載します。（⑨⑪欄）

※上の例以外の賃金形態の場合は、ハローワークの窓口

　までおたずねください。

⑨、⑪、⑫欄の記載について

１

１

⑬「備考」

・⑧欄から⑫欄の参考となることを記入してください。

＜例えば＞

　・賃金未払いがある場合

　・傷病等で引き続き30日以上賃金の支払がない場合

　・休業手当が支払われたことがある場合

・60歳に到達した日が令和２年８月１日以降であって、

⑨欄及び⑪欄の賃金支払基礎日数が11日以上の完全月が

６か月ない場合は、⑨欄及び⑪欄の基礎日数が10日以下

の期間について、当該期間における賃金支払の基礎と

なった時間数を記入してください。

⑭「賃金に関する特記事項」

・３か月以内の期間ごとに支払われる賃金（特別の賃金）

について記入してください。

・該当がない場合には斜線を引いてください。
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事業主が提出する場合は事業主印の押印は不要

です。

⑧「60歳に達した日等に離職したとみなした場合の被保険者

期間算定対象期間」

・「60歳に達した日等の翌日」欄は、⑥欄の日の翌日を記入

してください。

・原則、60歳に達した日等から遡って１年間において、賃金

支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎と

なった時間数が80時間以上ある被保険者期間算定対象期間

を、直近より６か月以上記入してください。（※当該記入

方法については、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱

いをお願いいたします。）

⑩「賃金支払対象期間」

・最上段には60歳に達した日等の直前の賃金締切日の翌日か

ら60歳に達した日等までの期間を記入し、以下、順次さか

のぼって賃金締切日の翌日から賃金締切日までの期間を記

入してください。

・賃金支払基礎日数が11日以上または、賃金の支払いの基礎

となった時間数が80時間以上の賃金支払対象期間を、直近

より６か月以上記入してください。（※当該記入方法につ

いては、離職票への記入方法Ｐ38に準じた取り扱いをお願

いいたします。）

・「基礎日数」とは、⑨欄の場合は⑧欄の、⑪欄の場合

　は⑩欄の期間において賃金支払の対象となった日数の

　ことです。

　日数の数え方は賃金形態によって異なります。

❶１日や１時間あたりの単価が決まっていて、就労した

　日数や時間に応じて賃金が支払われる、いわゆる「日

　給制」や「時間給制」の場合、賃金額はⒷ欄に記入し

　ます。

　　　　⬇
　各期間の出勤日数（有給休暇も含みます）を記載します

❷１か月の賃金が決まっていて、欠勤しても減額が行わ

　れない、いわゆる「完全月給制」の場合、賃金額はⒶ
　欄に記入します。

　　　　⬇
　各期間の暦日数（30、31日等）を記載します

❸１か月の賃金が決まっていて、欠勤すると欠勤数に応

　じて減額が行われる等、いわゆる「日給月給制」の場

　合、賃金額はⒶ欄に記入します。１日あたりの減額の

　額の算定の方法の例は以下のようになります。

　❸−１　欠勤１日について、

　「基本給」×
暦日数（30または31日）

を減額する場合

　　　　⇩
　　各期間の暦日数（30、31日等）−欠勤日数を記載し

　　ます。（⑨⑪欄）

　❸−２　欠勤１日について、

　「基本給」×
各月又は１か月あたりの所定労働日数

を減額する場合

　　　　⇩
　　各月又は１か月あたりの所定労働日数−欠勤日数を

　　記載します。（⑨⑪欄）

※上の例以外の賃金形態の場合は、ハローワークの窓口

　までおたずねください。

⑨、⑪、⑫欄の記載について

１

１

⑬「備考」

・⑧欄から⑫欄の参考となることを記入してください。

＜例えば＞

　・賃金未払いがある場合

　・傷病等で引き続き30日以上賃金の支払がない場合

　・休業手当が支払われたことがある場合

・60歳に到達した日が令和２年８月１日以降であって、

⑨欄及び⑪欄の賃金支払基礎日数が11日以上の完全月が

６か月ない場合は、⑨欄及び⑪欄の基礎日数が10日以下

の期間について、当該期間における賃金支払の基礎と

なった時間数を記入してください。

⑭「賃金に関する特記事項」

・３か月以内の期間ごとに支払われる賃金（特別の賃金）

について記入してください。

・該当がない場合には斜線を引いてください。

３７

太郎

タ ロ ウ
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申請期間

受給資格の要件に該当した日

初回支給対象月

初回支給申請月

交付

210201

奇数月型

裏

面

に

あ

り

ま

す  

・被保険者本人が氏名を記載

してください。

　ただし、申請内容等を事業

主等が被保険者に確認し、

合意のもと「記載内容に関

する確認書・申請等に関す

る同意書」を作成・保存す

ることで被保険者の署名・

押印を省略することができ

ます。その場合申請者氏名

欄には「申請について同意

済み」と記載してください。

0503-0404

3-380302 050307

0503-0903

050501-050531

交付　令和５年３月10日

令和５年３月 ・ 令和５年４月

令和５年５月１日〜令和５年５月31日

令和５年３月１日（60歳）
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申請期間

受給資格の要件に該当した日

初回支給対象月

初回支給申請月

交付

210201

奇数月型

裏

面

に

あ

り

ま

す  

・被保険者本人が氏名を記載

してください。

　ただし、申請内容等を事業

主等が被保険者に確認し、

合意のもと「記載内容に関

する確認書・申請等に関す

る同意書」を作成・保存す

ることで被保険者の署名・

押印を省略することができ

ます。その場合申請者氏名

欄には「申請について同意

済み」と記載してください。

559-5590XX-1 4-060601 0505

050701 050731

5　　7　　10

20

飯田橋

株式会社　雇用保険　代表取締役　雇用太郎

雇用　太郎

5　　7　　10

0 5 0 5 2 0 0 0 0 0

0 5 0 6 1 8 0 0 0 0 2

２日欠勤、20,000円減額

0506040312
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5 55

５
６

5 12

36

令和

令和

令和

令和

令和

令和

令和
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5 55

５
６

5 12

36

令和

令和

令和

令和

令和

令和

令和
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478,500

ハロー

ワーク

令

和 ４

6,10,14
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478,500

ハロー

ワーク

令

和 ４

6,10,14
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ハローワー

ク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

「支給額早見表」（令和４年 8月 1日現在）支給額算定の目安としてください。

60 歳以降

各月の賃金

60 歳到達時等賃金月額（賃金日額×30日分）

478,500

円以上
45 万 40 万 35 万 30 万 25 万 20 万 15 万

35 万

34 万

33 万

32 万

31 万

30 万

29 万

28 万

27 万

26 万

25 万

24 万

23 万

22 万

21 万

20 万

19 万

18 万

17 万

16 万

5,775 0 0 0 0 0

12,308 0 0 0 0 0

18,843 4,917 0 0 0 0

25,408 11,456 0 0 0 0

31,930 17,980 0 0 0 0

38,460 24,510 0 0 0 0

43,500 31,059 6,525 0 0 0

42,000 37,576 13,076 0 0 0

40,500 40,500 19,602 0 0 0

39,000 39,000 26,130 0 0 0

37,500 37,500 32,675 8,175 0 0

36,000 36,000 36,000 14,688 0 0

34,500 34,500 34,500 21,229 0 0

33,000 33,000 33,000 27,764 0 0

31,500 31,500 31,500 31,500 0 0

30,000 30,000 30,000 30,000 0 0

28,500 28,500 28,500 28,500 0 0

27,000 27,000 27,000 27,000 4,896 0

25,500 25,500 25,500 25,500 11,441 0

24,000 24,000 24,000 24,000 17,968 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,278

9,807

16,340

22,876

27,000

25,500

24,000
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ハローワー

ク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

ハローワーク

「支給額早見表」（令和４年 8月 1日現在）支給額算定の目安としてください。

60 歳以降

各月の賃金

60 歳到達時等賃金月額（賃金日額×30日分）

478,500

円以上
45 万 40 万 35 万 30 万 25 万 20 万 15 万

35 万

34 万

33 万

32 万

31 万

30 万

29 万

28 万

27 万

26 万

25 万

24 万

23 万

22 万

21 万

20 万

19 万

18 万

17 万

16 万

5,775 0 0 0 0 0

12,308 0 0 0 0 0

18,843 4,917 0 0 0 0

25,408 11,456 0 0 0 0

31,930 17,980 0 0 0 0

38,460 24,510 0 0 0 0

43,500 31,059 6,525 0 0 0

42,000 37,576 13,076 0 0 0

40,500 40,500 19,602 0 0 0

39,000 39,000 26,130 0 0 0

37,500 37,500 32,675 8,175 0 0

36,000 36,000 36,000 14,688 0 0

34,500 34,500 34,500 21,229 0 0

33,000 33,000 33,000 27,764 0 0

31,500 31,500 31,500 31,500 0 0

30,000 30,000 30,000 30,000 0 0

28,500 28,500 28,500 28,500 0 0

27,000 27,000 27,000 27,000 4,896 0

25,500 25,500 25,500 25,500 11,441 0

24,000 24,000 24,000 24,000 17,968 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3,278

9,807

16,340

22,876

27,000

25,500

24,000
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